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M4613A、フィリップス M2202A、日本光電 J ビトロードの 4 種類の
電極とした。
【結果】アンケート結果および電極個々の性能・特性・安全性を検討し、
院内採用電極を 2 社 2 種類にすることができた。4 種類平均の電極単
価は 35.25 円から 2 種類平均単価 30.50 円となった。電極種類の適正化
前後の救急外来も含めた全電極使用について適正化前 2012 年 9 月か
ら 2013 年 3 月と適正化後 2013 年 9 月から 2014 年 3 月の使用総数は
1450 個増加したが 39,018 円が削減できた。
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【目的】経皮的血管拡張術（以後 PTA）は、血液透析用 shunt の血
流改善に有効な手段であり、全国的に見ても件数は年々増加してい
る。それに伴い、PTA 施行時のトラブルも増加傾向にあるが報告
されるケースは希薄である。当院において PTA 時に sheath の破
損を経験し、手技やデバイスの特徴、強度について検討した結果、
若干の知見を得たので報告する。
【症例】70 歳男性　1 週間ほど前より shunt 側上肢に浮腫、熱感が
あり、CT 上左鎖骨下静脈遠位に 75% の狭窄がみられたため PTA
を施行した。
【経過】shuntPTA 後、balloon 抜去時、sheath の先端が極端に短く
なっているのを確認し血管内残存を疑った。透視下に捜したが確認
できず切開したが見つけられなかった。




ほかの 2 種類と比較し最も低い値を示したが、ISO の基準値を満た
していた。
【考察】sheath が、血管内でキンクすることは考えにくく、また、





























位で計 69 回開催し、看護師延べ参加人数 694 人 ( 延べ参加率 87%)
を得ることができ、大きな混乱なく移行できた。
【考察】大量更新に伴うトラブルを未然に防ぐには、計画を綿密に
立て、説明会を通して使用者の理解を得ることが重要と考えられた。
近年、生体情報モニタの機能は多様化しており、様々な新機能も追
加されている。既存の安全対策を見直すとともに、新機能も有効性
を検討した上で、積極的に取り入れていくことが必要である。しか
し、今回新たに導入した患者位置情報検出機能の有効性については、
まだ不明な点もあり、今後検討を重ねていきたい。
【結語】生体情報モニタを通して医療安全に貢献できる項目は多く
存在し、その管理に臨床工学技士が積極的に関わっていくことが重
要である。
